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１．実証運行に関する内容・資料

（１）運行概要
サービス名称 　チョイソコかごしま

実証実験期間 　令和5年11月20日から令和6年1月31日まで

実施地域（運行エリア） 　鹿児島市谷山地域　（コミュニティバス「あいばす」谷山地域の運行エリア周辺）

運行日 　月曜日から土曜日まで　（日曜日及び12月31日から1月3日まで運休）

利用対象者
　谷山地域の公共交通不便地（大久保・木屋宇都・笠松・玉利・旧大脇原町内会）に
　お住まいの方または御用のある方　※事前の利用登録が必要

運行時間 　9時から17時まで

運行方法
　予約のある停留所間を効率的に運行
　（公共交通不便地停留所と目的地停留所間の移動又は公共交通不便地内停留所間の移動が可能）

予約方法 　電話及びインターネット（PC・スマートフォン）

予約可能時間 　電話（運行日の乗車２週間前から30分前）・インターネット24時間

コールセンター稼働時間 　運行日の8時から17時

運賃 　無料

停留所 　95箇所　（目的地54箇所・公共交通不便地内41箇所）

運行車両 　トヨタハイエース　（運行事業者車両）

台数・乗員 　１台・乗客8名乗車可能　（運転手除く）

運行事業者 　鹿児島第一交通株式会社

　オンデマンド配車システム　（車載タブレット）

　予約コールセンター　（オンデマンド配車システム連動）

　ユーザー予約システム　（PC・スマートフォンより接続）

　運行管理システム　（運行状況・運行データ）
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１．実証運行に関する内容・資料

（２）運行区域 （３）停留所
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１．実証運行に関する内容・資料

（４）使用車両

3



２．実証運行の利用実績

（１）会員登録と利用者
①予約件数・利用者数・登録者と利用経験者数の推移

・チョイソコかごしまの利用会員登録数は実証期間中の2ヵ月強で260人となった。
・実証期間中の予約件数は399件、利用者数は470人となった。
・実際に利用した会員人数は51名となっており、利用率は20％弱となった。
・近隣他都市のチョイソコでの開始3か月の利用率としては、A市:24.5％（会員数298人 利用人数73人）、
B市:16.0％（会員数711人 利用人数114人）など、近隣他都市は利用人数に非会員も含めているため
単純比較は難しいが、鹿児島市は順調と考える。
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２．実証運行の利用実績

（１）会員登録と利用者
②登録会員の性別・年代別状況

・チョイソコかごしまの会員登録者の70歳以上の会員が37.3％。
・令和6年1月時点の鹿児島市内人口の70歳以上比率が22.1％であるため、会員登録者の70歳以上の比率は高め。

（下福元町の70歳以上比率22.9％）
・近隣他都市の70歳以上の会員登録者の比率は、A市:74.5％（1292人中962人）、B市:44.２％（712人中315人）
となっており、チョイソコかごしまは高齢者以外の登録者も一定割合獲得している。

5

～19歳 15 名 5.8% 6 名 40.0% 9 名 60.0% 0 名 0.0% 21.7%

20歳～ 19 名 7.3% 9 名 47.4% 10 名 52.6% 0 名 0.0% 7.3%

30歳～ 23 名 8.8% 14 名 60.9% 9 名 39.1% 0 名 0.0% 11.9%

40歳～ 41 名 15.8% 11 名 26.8% 28 名 68.3% 2 名 4.9% 13.6%

50歳～ 37 名 14.2% 19 名 51.4% 17 名 45.9% 1 名 2.7% 11.1%

60歳～ 28 名 10.8% 10 名 35.7% 18 名 64.3% 0 名 0.0% 11.5%

70歳～ 52 名 20.0% 17 名 32.7% 34 名 65.4% 1 名 1.9% 12.2%

80歳～ 45 名 17.3% 16 名 35.6% 29 名 64.4% 0 名 0.0% 10.7%

合計 260 名 100.0% 102 名 39.2% 154 名 59.2% 4 名 1.5% 100.0%

会員
年齢

人数：
年代ごとの割合％

内訳：各年代ごとの性別割合％

男性 女性 無回答

（参考）
下福元町
の年齢分布



２．実証運行の利用実績

（１）会員登録と利用者
③利用経験者数の性別・年代別状況・リピート利用の状況

・チョイソコかごしまの利用経験者のうち70歳以上の利用経験会員が33.1％。
・利用回数の割合としては、70歳以上で53％と過半数を超えている。
・利用回数としては高齢者だけでなく、10代も利用するなど定期ニーズを感じられる。
・利用頻度としては、２回利用が最も多い14人・27％。最多の3名は50回弱と多い。

～19歳 6 名 11.8% 2 名 33.3% 4 名 66.7% 73 回 17.5%

20歳～ 4 名 7.8% 0 名 0.0% 4 名 100.0% 12 回 2.9%

30歳～ 4 名 7.8% 2 名 50.0% 2 名 50.0% 17 回 4.1%

40歳～ 3 名 5.9% 1 名 33.3% 2 名 66.7% 10 回 2.4%

50歳～ 2 名 3.9% 2 名 100.0% 0 名 0.0% 3 回 0.7%

60歳～ 10 名 19.6% 4 名 40.0% 6 名 60.0% 81 回 19.4%

70歳～ 9 名 17.6% 3 名 33.3% 6 名 66.7% 160 回 38.4%

80歳～ 13 名 25.5% 4 名 30.8% 9 名 69.2% 61 回 14.6%

合計 51 名 100.0% 18 名 35.3% 33 名 64.7% 417 回

利用
経験者
年齢

人数：
年代ごとの割合％

男性 女性 利用回数

内訳：各年代ごとの性別割合％
利用に対する
年代の割合

6



２．実証運行の利用実績

（２）運行状況について
①月別利用者数と１日あたり利用者数 ②乗合率
・チョイソコかごしまの利用者数は実験開始後増加。
・１日あたりの利用者数も順調に増加しており、
運行地域の人口差はあるが、３か月目の他都市との
比較では、利用者数はA市:7.8人、B市:14.2人と
なっており11.4人は順調といえる。

・週毎の利用を見ると、実証実験終了間際には、
１日あたり10人～12人ほどとなった。

延べ
利用者数

運行
日数

一日あたり
利用者数

令和5年11月 11 10 1.1

令和5年12月 186 26 7.2

令和6年1月 273 24 11.4

合計 470 60 7.8

・チョイソコかごしまの乗合率は11月は1.10。
・12月は1.42、1月は1.49と順調に向上。
・期間平均乗合率は、1.45。
・近隣他都市は、3か月目でA市:1.14、B市:1.24と
鹿児島市は他都市と比較して高い乗合率となっている。

『乗合率』 乗車総人数÷利用者を乗せた運行区間数＝乗合率

・乗り合い率は乗車人数で計算（予約数ではない）
・運行区間は、途中で乗降がある都度、区間が増えていき、
その前後の運行区間での乗車人数をそれぞれカウントする

【例】谷山で2名乗車→玉利西で1名下車→高尾西で1名乗車
→大脇原で2名下車

（「谷山→玉利西（２名）」「玉利西→高尾西（１名）」
「高尾西→大脇原（２名）」３区間）

⇒５（各区間の乗車人数合計）÷３（３区間）=1.67（乗合率）
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２．実証運行の利用実績

（２）運行状況について
③曜日の１日あたり利用者数 ④出発時間帯別の利用者数

・チョイソコかごしまは月～土まで祝日も運行して
いるが、曜日による利用者数の偏りがなく安定し
た利用ニーズがあると言える。利用経験者のうち
70歳以上が43％を占めるため、日常生活の交通手
段として利用されたと推測される。

・なお、土曜運行している他都市では、土曜に利用
率が2割ほど増える傾向がある。

・出発時間帯で見ると、9時台が約25％と集中している。
・またその帰りと思われる12時台や16時台も15％を超
える割合となっている。

・運行時間を問わず午前中は多く、同様の時間運行の他
都市も、9時台は28％と多い。

9時～ 10時～ 11時～ 12時～ 13時～ 14時～ 15時～ 16時～

利用人数 115 39 50 82 23 26 62 73

割合 24.5% 8.3% 10.6% 17.4% 4.9% 5.5% 13.2% 15.5%
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２．実証運行の利用実績

（２）運行状況について
⑤移動の傾向（ＯＤ図）
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【利用回数上位】
・１位 26回 谷山支所 ⇒ 高尾中央

（目的地） （不便地内）
・２位 22回 しろやまの風前 ⇒ 高尾西

（不便地内） （不便地内）
・３位 21回 高尾西 ⇒ しろやまの風前

（不便地内） （不便地内）
・４位 18回 タイヨー慈眼寺店 ⇒ ⾧太郎焼本窯前

（目的地） （不便地内）
・４位 18回 谷山電停 ⇒ 玉利中央

（目的地） （不便地内）



２．実証運行の利用実績

（２）運行状況について
⑥定時性の確認

・全体の遅延率は23.6％（399本の運行に対し、遅延94本）。
・ただ、予約時点で到着時刻希望で予約を取ることが少ないため（6.7％）、到着予定を意識した乗客は少なく、
遅延との苦情の声は入っていない。

・渋滞が多い地域のため、アンケート（後記）からも移動が早いとの声が多い（後記 平均乗車時間）。

本数 遅延率 本数 遅延率 本数 遅延率

1分以内 1 10.0% 9 5.6% 21 9.2%

1分超～3分以内 0 0.0% 18 11.3% 18 7.9%

3分超～5分以内 0 0.0% 8 5.0% 8 3.5%

5分超8分以内 1 10.0% 6 3.8% 2 0.9%

それ以上※ 0 0.0% 1 0.6% 1 0.4%

※12分 ※14分

11月
（運行本数　10）

12月
（運行本数　160）

1月
（運行本数　229）

☆遅延率の定義
予約時点での運行予定時間に対し、実際の
乗車から降車までの運行時間が遅れたもの
を遅延として報告している。
※なお、出発予約より早めに出発してい
るケースが多い。

【参考】
予約時点での
到着時間希望
（ 6.7％）
出発時間希望
（93.3％）
の割合グラフ
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２．実証運行の利用実績

（２）運行状況について
⑦予約方法 ⑧予約時の希望時間と成約時間の差異

・全体の運行予約に対し、約３割がWeb
（スマホ・ＰＣ）となっている。

・コールセンター予約は高齢者がほとんどで
48歳・50歳の2名以外すべて60歳以上。

・Webでの予約方法のアプリなどＵＩの充実
により、若年層の利用向上が見込まれる。

・全予約中、63％が希望時刻通りで予約できている
・前後５分以内まで含めると、全体の81％が予約できて
おり、ほぼ希望通りであるといえる
※30分超の3件はいずれも30分台。
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２．実証運行の利用実績

（２）運行状況について
⑨平均乗車時間 ⑩平均移動距離

・全運行乗車時間の平均は8.7分。
・また、5分～10分が全体の約半数を占めており、
65％が10分以内の乗車時間。
※最⾧乗車時間は17分。

・全運行の平均移動距離は3.5km。
・3～4kmの移動距離が約3割で、また、3kmも同じく
約３割を占める。
※最⾧移動距離は6.2km。
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２．実証運行の利用実績

（３）停留所の利用状況
①利用された目的地停留所（乗降多い順）

・あいばす運行ルート外に新たに設定した
停留所（200番台）も一定利用があり、
予約のあった箇所のみ運行するデマンド
交通の利点が活かされたと考えられる。

・谷山電停が最も多く利用され、利用人数
も最多であり、運行エリア外への外出に
伴う乗り継ぎとして利用されたと思われ
る。

・また２番目・３番目に多かった停留所は
買い物利用のためと思われる。

・他都市でも他の公共交通との乗換停留所
や買い物停留所は多く、同様の傾向。

（参考）「あいばす」の乗車・降車が多い停留所
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番号 停留所 番号 停留所

1 谷山電停 1 谷山電停

2 高齢者福祉センター谷山 2 高齢者福祉センター谷山

3 大御堂 3 大御堂

4 恵美須北 4 なごみ坂入口

5 しろやまの風前 5 しろやまの風前

乗車が多い停留所 降車が多い停留所



２．実証運行の利用実績

（３）停留所の利用状況
②利用された公共交通不便地内停留所（乗降多い順）

・乗降数、利用者数ともに最多は玉利中央
主要道路の住宅地の中心にもあり、多く
の人の目に付いたことが理由と推察する。

・新たに設定した停留所（600番台）も
一定の利用があり、予約のあった箇所
のみを運行するデマンド交通の利点が
活かされたと考えられる。

・ラミネート停留所看板と自立式停留所看
板による顕著な利用差は確認できず、ラ
ミネート停留所看板でもわかりやすい場
所であれば利用は多い。やはりわかりや
すい場所への設置が利用向上には重要な
ポイントの一つとも考えられる。
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３．利用促進・広報活動等

（１）利用促進・広報活動等の経過
Ｒ５ ３～４月 ・町内会長への事前説明 

５月 ・乗降場所の希望調査 

10～11月 ・町内会等への説明会（10/29 大久保、11/2 笠松、11/12 玉利・

木屋宇都、11/30 谷山地域校区町内会長会連絡協議会） 

10 月 ・市 HP 掲載 

・市長定例記者会見（10/31） 

・市 Facebook、LINE、X（Twitter）に投稿 

11 月 ・お披露目・試走式（11/13）→テレビ、新聞等で紹介 

・施設等へのパンフ、ポスター等の送付 

・市民のひろば（11 月号掲載） 

・市政広報番組で紹介（11/26） 

・パンフ、停留所 MAP、申込書等の各戸配付 

12 月 ・町内会に対し利用促進（回覧）２回 

・市民のひろば（12 月号掲載） 

Ｒ６ １月 ・アンケート各戸配付 

・町内会に対しアンケート回覧依頼 

・利用者へのアンケート送付 
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３．利用促進・広報活動等

（２）お披露目・試走式の開催

【日時】 令和5年11月13日（月）8時から11時まで
【開催場所】 ＪＲ慈眼寺駅前広場

【当日の様子】
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３．利用促進・広報活動等

（３）広報物等の作成
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３．利用促進・広報活動等

（３）広報物等の作成
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４．「チョイソコかごしま」に関するアンケート

（１）アンケート調査の目的・概要
目的 新たな交通手段の導入可能性の検証とニーズなどの把握 

アンケート実施期間 令和 6 年 1 月 10 日（各戸配布日）から 

令和 6 年 2 月 5 日（回答締切）まで 

 

アンケート形式 

・紙面 

・Web（QR コード） 

 ※いずれも無記名 

 

アンケート配布 

対象及び方法 

・実証実験地域 （谷山地域各戸配布） 

・利用者    （乗車者へ運転手から直接配布） 

・利用経験者  （直接郵送） 

・町内会回覧 

・市ホームページ掲載 

配布数 ・紙面 1,600 部 （案内文 800 部配布・紙面各戸 2 部封入） 

同封物 ・アンケート調査へのご協力のお願い 

・アンケート紙面（２部） 

・返信用封筒 

回収方法 ・紙面は返信用封筒（料金受託業者負担） 

・Web は自動集計 

アンケート回収回答数 ・249 回答 （紙面 198 回答 ・ Web  51 回答） 

 

・紙での回答が約８割と高い。高齢の回答
者が多く、会員登録者数や利用率に対し
て回答数が多いことは公共交通への関心
の高さを感じる。

・またアンケート配布にあたっては、複数
人同居の世帯を考慮し、２部封入したこ
とが、回答数の増加につながったと考え
られる。

・また、10代・20代と若い方や、日頃車を
運転するためチョイソコやあいばすなど
の公共交通を使わない方からの回答もあ
り、日常で利用したいという期待の声や、
将来免許返納を考えて意見を寄せた方な
ど、鹿児島市の運営する公共交通への関
心の高さがわかる有意義なアンケートで
あったと感じる。

※後記のアンケート内容のその他欄には、
アンケートの選択肢が回答不要であった
が、コメントが記載されているものにつ
いても掲載している。
そのため、集計のその他コメント数と、
実際のコメントの数に違いがある。
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４．「チョイソコかごしま」に関するアンケート

（２）アンケートの質問及び回答内容集計結果
①Ｑ１ 性別 ②Ｑ２ 年齢

回答者の６割が女性。 回答者の４割が７０歳以上。
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４．「チョイソコかごしま」に関するアンケート

（２）アンケートの質問及び回答内容集計結果
③Ｑ３ 居住地域 ④Ｑ４ 普段の移動手段（※複数回答可）

回答者の９割弱が公共交通不便地内居住者。 自動車分担率７割。第二次鹿児島市公共交通ビジ
ョンP23の谷山地区の調査結果66％とも合致。
あいばす等のバス関連は２割と高め。
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４．「チョイソコかごしま」に関するアンケート

（２）アンケートの質問及び回答内容集計結果
⑤Ｑ５ 「あいばす」利用 ⑥Ｑ６ 「チョイソコかごしま」認知度

あいばす利用経験者は半数。うち１割強が
月に１回以上定期的に利用している。

認知度は９割近く。約２か月での実証実験としては、
認知度高め。
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４．「チョイソコかごしま」に関するアンケート

（２）アンケートの質問及び回答内容集計結果
⑦－１ Ｑ７ 認知経路 ⑦－２ Ｑ７ その他コメント

チラシ・ポスターは約３割の認知に貢献。
【「その他」について】

・停留所見て（11件）
・チラシ・ポスティング（11件）
・家族・友人・知人等口コミ（7件）
・車両見て （4件）
・回覧見て（３件）
・施設から（3件）
・ネットから（１件）
・不明（1件）

ゴミステーションや乗場など停留所看板で知っ
たという意見と、家族・友人に教えてもらった、
今回のアンケート・チラシポスティングなど紙
媒体で知ったという意見が多い。

認知向上のための周知広報などチョイソコの露
出を増やすことの大事さと、実際に利用をして
もらい、便利さを知ってもらった結果の家族・
知人・友人や施設などの口コミが大事だと感じる。
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４．「チョイソコかごしま」に関するアンケート

（２）アンケートの質問及び回答内容集計結果
⑧Ｑ８ 利用の有無 ⑨Ｑ９ 利用しない理由（※複数回答可）とその他コメント
「チョイソコかごしま」を知っている人の中で、
利用者は約３割。

（「利用したことある」には非会員も含む。）
「利用方法がわからない」が約２５％。その他の
理由が、約５割を占める。

【「その他」について】
・自家用車を利用（50件） ・運行時間（4件）・不要（4件）・停留所遠い（3件）・知らない（3件）・徒歩（1件）
と、車があるというのが理由として１番多い。設問である「利用方法がわからない」を超える件数。
その中には、将来使うという意見記載されているも多くある。
また運行時間の問題や、停留所が遠くて使えないという内容や、知らなかったという意見もあり、友人や施設などの
口コミが大事だと感じる。
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４．「チョイソコかごしま」に関するアンケート

（２）アンケートの質問及び回答内容集計結果
⑩ Ｑ１０ 利用目的（※複数回答可）とその他コメント ⑪Ｑ１１ 満足度

買い物と通院で約５０％を占める。利用の一番多い谷山
電停へも、他地区への買い物や通院の目的と考えられる。

利用したことがある人の内、９割以上満足。
デマンド交通への高いニーズを感じる。

【「その他」について】
・施設移動（5件） ・仕事（１件） ・農作業（１件） ・体験したい（１件）
など、施設移動の他の理由は様々。
区域内にある高齢者施設への利用目的のある方や、その他コメント含め、その他欄のコメントはほとんど
デマンド交通への高いニーズを感じられるものばかりだった。
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４．「チョイソコかごしま」に関するアンケート

（２）アンケートの質問及び回答内容集計結果
⑫－１ Ｑ１２ 良いと感じる点（※複数回答可） ⑫－２ Ｑ１２ その他コメント

事前予約が３５％。停留所の多さが２５％。 【「その他」について】

・予約ができる（9件）
・運転手が丁寧（2件）
・運賃が無料 （1件）
・複数のご意見（1件）
・運行への感謝（1件）
・不明 （1件）

６割の意見は、自分の都合での予約・時間指定
について良いと感じてもらっている。
また運転が丁寧・運転手が親切というタクシー
会社への感謝もあり、運行事業者の選定も大事
と感じた。
全体的に、その他意見からは、デマンド交通へ
のニーズが高いと感じられる。
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４．「チョイソコかごしま」に関するアンケート

（２）アンケートの質問及び回答内容集計結果
⑬－１ Ｑ１３ 良くないと感じる点（※複数回答可） ⑬－２ Ｑ１３ その他コメント

「特に無し」が50％。
「予約が面倒」・「その他」が15％。
「停留所位置がわかりにくい」が9％。

【「その他」について】

・運行時間 （6件）
・相乗り不満 （3件）
・周知広報不足 （3件）
・コールセンター不通（2件）
・目的地問題 （2件）
・予約関連不満 （2件）

３割が「運行時間が短い（あいばす比較）」
などの意見が多かった。
他、周知広報や理解不足、相乗りへの不満、
コールセンターや停留所問題等があった。
住民のニーズに対し、さらなる改善が必要。
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４．「チョイソコかごしま」に関するアンケート

（２）アンケートの質問及び回答内容集計結果
⑭Ｑ１４ 比較 ⑮Ｑ１５ 「あいばす」理由（※複数回答可）

75％が「チョイソコかごしま」を選択。 「定時性」と「予約無し」の手軽さが37.5％。

【「その他」について】
・運賃を少し高くてもあいばすが良い
・朝9時～夕5時以外に乗れる便がある
・利用しやすいと思う
が記載あり
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４．「チョイソコかごしま」に関するアンケート

（２）アンケートの質問及び回答内容集計結果
⑯ Ｑ１６ 運賃 ⑰ Ｑ１７ ご意見

６割が200円未満を選択。
３割弱が300円未満を選択。

【「その他」について】

・Q17のその他ご意見に１２０件強記載有り。
・将来使う・使いたい関連意見 （28件）
・感謝・前向き意見 （27件）
・周知・広報に関する意見 （20件）
・停留所関連 （11件）
・利用時間関連 （10件）
・運賃に関する意見 （6件）
・運行エリア・曜日関連 （3件）
・その他区分 （17件）

どのご意見も批判的なものではなく、運行に
対する真摯なご意見が多い。

現在や将来の不安に対し、住民の方々のデマン
ド交通への期待が感じられる内容となっている。
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５．総括

（１）実証実験（利用実績等）・アンケートから見えた課題と対策等
【実証実験・アンケートの主な結果】
① 会員登録・利用の状況
・会員登録者260人、延べ利用者数470人、１日あたりの利用者数7.8人
・登録者のうち、利用経験者は51名であり全体の19.6％と他都市（16～24％程）と比較しても順調であるといえる。
・年代ごとの利用者数において、高齢者が主な利用者である一方、１０代等の若年層の利用もあること及び曜日別の利
用者数においては、平日・土曜に関わらず利用があることから日常生活の交通手段として利用されたことが伺える。

② 満足度（アンケートQ11・Q14・Q17より）
・利用した人は９割以上の満足度
・良い点及びその他コメントも前向きなものが多く、利用者は無料の実証実験だったから良かったと考えているのでは
なく（「無料だから良い」とのコメントは１件のみ）、当該交通の運行自体に満足度を感じており、また、利用して
いない方からも「将来免許返納後に使う」や、「利用方法がわかれば使う」などのコメントが見られた。

・既存のあいばすとの比較でもチョイソコは75％の利用者から支持されている。
③ 利便性（アンケートQ12より）
・「良いと感じる点」として、「事前予約できる」が35％、「停留所が多い」が25％、「乗車時間が短い」が19％と、
オンデマンド交通の強みが、利用者の満足度につながっていることが分かる。
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【上記の結果から考える課題と今後の対策等】
① 利用促進（実証運行データより）
・会員登録260名中利用経験有51名と一定の利用があった一方で、８割が未利用であった。
⇒未利用登録者の利用を促す対応が必要（合わせて、会員登録者の増も）

・予約データでは、47歳以下の利用者は全てインターネットでの予約となっている。
⇒若年層のさらなる利用促進を図るため、専用アプリ導入など予約方法の利便性向上に取り組む。

② 周知・広報（アンケートQ9、Q17意見コメントより）
・アンケートでは９割が「チョイソコかごしま」を知っていると回答したにもかかわらず、使い方不明で利用しなか
った人が25％となっており、意見には「利用方法がわかれば使う」等、周知広報不足を指摘する声が多数あった。
⇒対象地域の町内会等とも連携しながら、使い方など住民へのさらなる周知・広報が必要
（町内会の会議やイベント等の開催時などに使い方等について説明会を実施。このほか、事業者停留所の拡大や
パンフ・ポスター設置箇所の増など利便性等の向上に取り組む）

③ 運行時間（アンケートQ9、Q13、Q17意見コメントより）
・利用しない理由等では、運行時間に対する要望が多くあった。
・要望はＪＲや路面電車ではなく、あいばすと比較した意見が多く、あいばすの浸透度がわかる反面、日常生活の交通
手段として運行するにあたっては、運行時間（朝・夕）も重要な要素のひとつである。
⇒アンケート結果や費用面等を考慮しながら運行時間の検討が必要

④ その他
・紙での会員登録において、会員証発行まで時間を要することに対する意見があった。
⇒会員証の送付にかかる期間の短縮化に取り組む。
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５．総括

（２）上記（１）のほか、次回の実証実験に向けた取組事項等

① 実証実験効果の向上及び実験期間
・利用人数及び利用率向上を図り、実証実験のデータをより多く取得・検証することが、地域の実情に応じた交通手段を
検討するうえで重要になることから、利用方法等の周知広報に工夫が必要である。

・他の交通事業者への影響も検証することから、今回の実証実験より⾧い準備時間を設けた上で、より⾧期の実験期間を
を設けることが望ましい。

② 運行エリア
・住民の認知度も踏まえ、同一の場所での実証運行とすることで無償時と有償時の比較検討を行う。
・また、今年度の実証実験では、対象外であった目的地間の移動を可能とすることで、公共交通不便地外の需要を検証す
ることも必要である。

③ 運賃等
・公共交通不便地からの移動の場合の運賃は、アンケート結果で「200円未満」の回答が多数であったことからも、地域
住民は低運賃を望んでいるが、他の公共交通機関とのバランスや一定の収益性を鑑みた料金設定が必要である。




